














要約:千葉県安房郡および館山市の小学生における肥満の出現頻度は、この 10 年間増加の

傾向を示し、小学校1年で肥満であった者で中学校 1年で肥満の解消された者はいなかっ

た。合併症の頻度は肥満度が大きいほど高かった。このことは、乳児期の肥満の実態を調

査する必要性を示している。しかし調査には成人肥満における危険因子ないしその基準値

をそのまま適用することではなく小児肥満における独自の設定が必要と考えられた。


